
令和５年１月２０日 

 

 

 

お 知 ら せ 
 

 

令和４年度 岡山県立大学学生表彰式の開催について 

 

 

岡山県立大学学生表彰規程に基づく、令和４年度学長賞の表彰式を、下記のとおり開催し

ますのでお知らせします。 

  

 

記 

 

 

１ 日    時   令和５年２月２日（木）１４：１０～１４：４０ 
   
 
 

２ 場    所   岡山県立大学 講堂１階 会議室（総社市窪木１１１） 
 
 
３ 被 表 彰 者   団体：２団体 

個人：４名 
            

（別添一覧のとおり） 
                       
 
 
４ 次    第   ・表彰（授与者：沖学長） 

・学長挨拶 
・写真撮影 
 

 
 
 

岡山県立大学 
教学課学生支援班 門口 
 
電 話 （ 0 8 6 6 ） 9 4 - 9 1 6 4 



№ 受賞者 表彰内容 表彰区分 表彰区分

１

デザイン学部
畠研究室
　　　  こばやし　ひろき

代表　小林　弘樹
                     外６名

　自治体や企業と連携しながら実践的なプ
ロジェクトを継続的に実施している。特に、
廃園となった旧幼稚園舎の改修プロジェクト
では、「津山市景観賞」及び「キッズデザイン
賞」を受賞した。その他にも駅待合室のデザ
イン、総社駅前キッズプレーパークのデザイ
ン監修と木製什器製作、さらには総社市昭
和地区の「まちあるきマップ」など多岐にわ
たり、活動の様子は新聞、テレビ、ウェブメ
ディアに多数取り上げられ、本学の知名度
向上に貢献した功績は顕著である。

学則第47条
学生表彰規程
第2条第１項
(イ)課外活動
(ウ)社会活動

学長賞

２

保健福祉学部
栄養学科「おむすび」
　　　  ながしお　ゆうか

代表　長塩　優香
                     外７名

　「食につながる地域プロジェクト」というテー
マで子ども食堂と連携し、弁当の配布やフー
ドドライブ、農作物の収穫体験などを行っ
た。また、収穫した農作物は、子ども食堂に
提供したり、ジャムに加工して配布した。さら
に野菜にまつわるリーフレットを作成する等
地域の子どもに、食や栄養に興味を持つ
きっかけを作った活動が認められ、「岡山市
学生イノベーションチャレンジ推進コンテス
ト」準グランプリに選ばれた。栄養学科での
学びを社会活動として還元した功績は顕著
である。

学則第47条
学生表彰規程
第2条第１項
(ウ)社会活動

学長賞

３

保健福祉学研究科
博士後期課程
保健福祉科学専攻
       かげやま　すずみ

２年　影山　鈴美

　主に重度心身障害児（者）を対象に、腸内
細菌叢に着目した新たな便秘改善策を提案
することを目標に研究を行っており、査読付
き英文誌Nutrientsに筆頭著者として、学術
論文を発表した。また、「便秘症を患う重度
心身障害児（者）における食事支援としての
米麹甘酒の有効性」の研究で、公益財団法
人俱進会の研究助成金を獲得した。さらに、
日本学術振興会の特別研究員では、上位
15％に該当する高評価を受ける等、精力的
に研究活動を行うとともに下級生の指導も
熱心であるなど、他の学生の模範となるも
のである。

学則第47条
学生表彰規程
第2条第１項
(ア)学術研究

学長賞

４

保健福祉学研究科
博士前期課程
栄養学専攻
　　　 うえもり　はるな

２年　植盛　晴菜

　副専攻「吉備の杜」において、令和３年度
に開講した創造戦略プロジェクト及び研究科
共通基盤科目の全6科目の単位を取得し、
吉備の杜プロデューサー課程における認定
要件を満たしたことにより、１期生として「創
造戦略プロデューサー」の称号を授与され
た。創造戦略プロジェクト＜PBL＞におい
て、助言してもらえる経験者がいないにもか
かわらず、果敢に挑戦し、受入先から高く評
価されるとともに演習内容の改善提案も示
すなど、極めて積極的に取り組んだ。このよ
うな取組は学長賞の称賛に値するものであ
る。

学則第47条
学生表彰規程
第2条第１項
(エ)その他

学長賞

５

保健福祉学研究科
博士前期課程
栄養学専攻
　　　 はやかわ　ちさ

２年　早川　智紗

同上 同上 同上

６

情報系工学研究科
博士前期課程
システム工学専攻
　　　 はら　ゆうすけ

２年　原　佑輔

同上 同上 同上

令和４年度　岡山県立大学学生表彰について


